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１ 候補豚導入・育成 

（１）馴致 

・５か月齢までに農場に導入し、一定期間、既存の母豚群とは異なる豚房で飼養しま

す。移動後の環境に順応し、輸送及び環境変化によるストレスを軽減させるため、

過剰なストレスがかからないよう配慮し、飼料摂取や飲水状況に注意して飼養管理

を行います。ストレスが高い状態で飼養すると、慢性疾病の発生や無発情等につな

がる可能性があります。 
・各農場の飼養衛生管理に応じて、ワクチン接種等を行ってください。 
 （農場に適したワクチンプログラム等については、管理獣医師または最寄りの家畜保健衛生所

等にご相談ください） 
 
（２）飼料給餌 

・制限給餌により種豚用飼料を与え、150 ㎏以上（約 8 か月齢）となったら交配を開

始します。  
・種付け時の体重（体格）が小さいと初産時の総産子数が少なくなる可能性があるた

め、発育状況により交配月齢を調整します。 

・過肥の場合も産子数の低下や分娩後の泌乳量の減少等につながる場合があるため、

太らせすぎに注意します。 

 

２ 交配～妊娠期  

（１）発情確認 

・発情期付近にみられる以下のような変化を観察し、発情確認を行います。 
  〇飼料摂取量の低下 
  〇乗駕行動（同居豚等に乗駕しようとする） 
  〇外陰部の発赤・腫脹及び粘液漏出 
  〇不動反応（許容） 

：腰部を押すと、動かなくなる。同時に耳を立てることがある。 
    腹部をさするなどして刺激を与えると明瞭になる場合もある。 
 
・不動反応を確認した時点を発情開始とします。 

※乗駕行動により肢蹄の故障につながる場合があるので、交配用豚房の床は滑り

にくい材質とするか、滑り止め効果のある資材を散布してください。 
 ※飼料摂取量の低下は発情以外の要因でも生じるため、継続的に豚を観察し、 

異状が疑われた場合は獣医師に相談する等、状況に応じて対応してください。 
 
・明瞭な発情徴候を示さなかった個体については、十分に雄の臭いをかがせる、同居

豚を組み替えるなどして刺激を与え、次回発情を促します。 
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（２）交配 

 
 
 
 
 
 
 
 
・経産豚の場合は、離乳後４～６日程度で発情が再帰します。 
・明確な発情を示す１～２日前から、外陰部の腫脹・発赤等の変化が生じることが多

いです。 
・発情期間は 1 日～３日間程度で、個体差はありますが、平均すると２日程度です。 
・排卵は発情期間が３分の２程度過ぎた時点で生じ、交配は発情開始後半日程度経過

してから半日～１日の間隔で２回程度行います。 
・但し、発情確認の頻度が 1 日 1 回、または前日発情確認していないなど、発情開始

時点がいつか不明、または推測される発情開始時間に半日以上の幅がある場合は、

発情開始を確認した時点から交配を開始することが望ましいです。 
・発情が終了するまで確認し、発情期間が２日以上長く続くことが多い場合は、発情

の判断基準または交配開始時期を見直します。逆に、発情期間が１日で終わってし

まうことが多い場合は、雄の臭いを十分に嗅がせる、十分に刺激を与えてから確認

するなど、発情確認方法を改善しましょう。 
・照度も発情状況などの繁殖性に影響を与えると言われており、適切な照度が得られ

るよう、豚舎内の照明設備を見直した方がよい場合もあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発情記録の例。外陰部

の発赤や粘液の漏出

等、変化について何で

も記録してみると良

い。 

外陰部や豚の行動に変化が現れる期間

発情期間

排卵

交配適期発情と交配適期のイメージ
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〇プラスα：発情の記録をとる 
・発情の判断に自信がない場合は、未経産豚では前回発情から１８日後、経産豚では

離乳３日後程度から発情確認を開始し、発情の終わりまで確認を続け、自分が実際

に発情と判断した期間及び交配日時を記録してみるとよいです。 
・外陰部徴候（発赤・腫脹）や飼料摂取量の低下等、発情に伴う変化についても併せ

て記録します。これらの変化は一般的に発情の前に現れるため、発情確認の参考に

します。 
・受胎の有無や産子数等の記録と照らし合わせ、次回の交配の参考にします。 
 
 
・次回の発情（交配から２１日程度経過後）の有無を確認し、できるだけ早期に不受

胎を発見することで、空胎期間の長期化を避けるようにします。 
・超音波診断装置を所有している場合は、交配終了から約２５日後に妊娠鑑定を行い

ます。 
・超音波診断装置で妊娠有無を判別できなかった場合は、その後の発情徴候がないか

注意深く観察し、妊娠後期に再度超音波診断装置にて妊娠鑑定を行うとようにしま

しょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）妊娠期 

・制限給餌を実施し、個体の状況に応じて給餌量を調整します。 
・妊娠期の飼料給餌量が少ないと、胎児の発育に影響を与え、生時体重の低下などを

もたらす可能性があります。 
・逆に、分娩前の過肥や分娩後の飼料の与え過ぎにより、難産、乳房炎・無乳症及び

泌乳期間中飼料摂取量の低下による乳量の低下等が生じることもあるため、過肥や

痩せすぎとならないよう妊娠期の飼料を調整します。 

 
 
 
 

ストールには極力分娩予定日順に並べ、

ボディコンディションや妊娠ステージ、

季節を考慮して給餌量を調整します。 

既往歴や妊娠の有無などは、現場で見て

すぐわかるよう、母豚看板に記録すると

よいです。 母豚看板 
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図 種付け時から分娩までの体重増加割合と離乳時総体重（初産時） 
※造成中のアイリスＷ３のデータをもとに作成 

 

 

３ 周産期 

（１）分娩前 

・分娩室に移動する際は、消毒薬等とブラシを 
用いて体表を洗浄します。これにより、母豚 
の体表についた病原体をできる限り減らし、 
子豚への感染を予防します。 

・分娩予定日の７日前までには分娩室に移動して 
 分娩室の環境や飼料に慣れさせ、母豚が落ち着 
いて分娩日を迎えられるようにしてください。 

 
・交配開始日から 116 日後も分娩しない場合は、難産を予防するため、プロスタグラ

ンジン F2α製剤を投与する等して分娩誘起を行います。 
・最初の子豚を娩出してから１時間以上しても２頭目を娩出しない場合は、直腸に手

を入れて産道の子豚の有無を確認し分娩介助を行うか、産道まで子豚が出てきてい

ない場合はエストラジオール及びオキシトシン製剤等のホルモン剤を投与するこ

とにより分娩を促します。 
・上記の対応を行っても娩出しない場合は、産道からの分娩介助を行います。 
・分娩介助は極力衛生的に行い、産道に手を入れた場合はポビドンヨード製剤等によ

り子宮洗浄を行うようにしてください。 
※各薬剤の投与は、獣医師の指示により実施してください。 
 
 
 

・妊娠期の体重増加割合が、

小さくても大きくても、離

乳時体重が低下しました。 

・栄養不良または過肥による

乳量の低減が一因と推測

されます。 

生まれてきた子豚を早く乾かし保温するため、分娩予定日前

日から母豚の尾側にコルツヒーターを設置。 
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〇プラスα：母豚ごとに成績を記録する 
・産子数や白子・黒子の頭数、難産の有無、分娩後の母豚の様子（落ち着きがない・

食欲がない等）、離乳頭数、子豚の発育状況などを母豚ごとに記録すると、次回分

娩時の参考になります。（記録用紙については別添（P12）を参考にしてください） 
・高産歴等による産子数の低下などに早期に気づき、廃用決定を的確に行えるほか、

分娩回ごとに産子数がばらついている場合や育成率が低い場合は、繁殖方法や母豚

の個体管理を見直すきっかけにもなります。 
 

 

 

（２）分娩後 

・子豚の保温スペースを設け、冷たい風が   

子豚に直接当たらないようにするなど環境

を整えます。 
 
 
 

 
・鉄材投与等の処置を行います。 

・母豚の泌乳状況を、手で乳を搾ってみる他、子豚の発育状況・毛づや・活力・下痢

の有無等により推測し、必要に応じて乳房マッサージや、肢蹄の疼痛や後産停滞等

母豚にストレスがないか確認します。 
・母豚の乳量不足は子豚の発育遅延、出荷日齢延長及び事故率上昇の一因となるため、

産子数や子豚の状況に応じて代用乳を給餌します。 
・代用乳を使用していない場合は、粉状の人工乳をお湯に溶かして給餌すると良いで

す。粉餌を人肌位のお湯に溶かし、 
１日２回程度に分けて給餌しますが、 
子豚の摂取状況が非常に良い（母豚 
の泌乳量が少ない）場合は、３回以 
上の給餌も検討します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

保温箱の例。暖かい空気が逃げないよう、

板とビニールで囲ったもの。 

代用乳は、子豚が飲みやすい平たい給餌器に

入れる。ふんなどで汚れていたら、器をきれ

いにしてから新しいものを入れる。 

コルツヒーター 

粉餌に早期に慣れるよう、少

しだけえつけ飼料も置いて

おく。 
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〇プラスα：子豚の生時体重を測定してみる 
・家庭用の体重計と、子豚が入るサイズのプラスチックかごで測ることができます。 
・分娩当日～翌日の子豚平均体重が 1.2 ㎏以下の場合、前回分娩時の損耗及び子宮の

回復状況や、妊娠期の母豚の飼料給餌量など、母豚の管理に何らかの改善すべき点

があるかもしれません。 
 
 
〇プラスα：各豚舎の室温を測る 
・市販の室温計を各豚舎に設置し、室温が適正か確認します。 
・寒すぎる場合は風の侵入孔を確認して塞ぐ、保温装置を増設するなどの対処が考え

られます。保温装置の増設に際しては、豚の行動域（底面からの高さ）を考慮する

ことが重要です。 
・同一豚舎内でも場所や高さによって温度が異なるので、特定の豚房での発育遅延や

圧死の増加等傾向がある場合は、その豚房で実際に温度測定するか、豚がいる場所

に座ってみて体感温度やすきま風の有無を確認すると良いです。 
・分娩室の場合、母豚と子豚の適温が異なるため、子豚の保温スペースを設けた上で

母豚側に涼しい空気が流れるよう空調を配置するなど工夫します。 
・豚舎内全体の室温が子豚にとって適温（夏季）または子豚を保温する場所を十分に

確保できていない（冬季）場合も、子豚が母豚のそばで寝てしまうことにより圧死

の増加につながる可能性があります。 
・天気予報等により毎日の気温変化を確認し、予測を持ちながら季節に応じて換気等

を調整していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豚舎の温度記録表の例。 

天気予報（最高・最低気温、

風速・風向き等）も考慮し

て温度管理を調整。 

表：発育ステージに適した環境温度の目安

哺乳期 離乳期 初期育成 中期育成 後期育成 母豚

目安日齢 0～21日 21～40日 40～70日 70～110日 110～180日 -

温度（℃） 29～32 24～30 21～27 18～24 16～21 15～21

※注：豚舎構造や各豚舎への移動日齢等によっても異なります。
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・産子数と授乳日数に応じて段階的に母豚の飼料給餌量を増加させます。 
・母豚に十分な水と栄養を与えないと、泌乳量が足りず子豚の発育に影響するため、

毎日母豚の残飼を確認し、十分に食べていない場合は原因を追究して対処します。 
・特に飲水状況に注意し、十分ではない場合はじょうろやホース等を用いて母豚に給

水する等、積極的に飲水させてください。 
 
・後産停滞等により子宮に炎症が起きている場合でも、早期では外部に悪露（灰白色

粘液）が出てこない場合があります。悪露及び発熱がない場合でも、飼料摂取量の

低下や泌乳量の低下が生じている場合は、後産停滞及び子宮内の感染も疑い、ポビ

ドンヨードによる子宮洗浄等も検討してください。 
 
 

＜母豚の飼料摂取量が少ない原因と対処の例＞ 
  ・暑熱  

→空調管理等により豚舎内の気温を下げる・豚の臀部に散水する。 
  ・肢が痛い 

→マットを敷く・立ち上がり時に尾を持つなどして介助する 
関節炎を疑う場合は（獣医師の指導の元）治療を行う 

  ・後産停滞等による体調不良 
→子宮洗浄を行う・症状に応じて（獣医師の指導の元）治療を行う。 

   
  ・これら対処の他、飼料に水を加えウェットフィードのようにする、子豚用飼料

を加える、その他栄養補強または食欲増進効果がある飼料を添加する等、母豚

飼料を工夫する。（但し、残餌の腐敗や、添加剤が配合された飼料を給与した

場合の休薬期間に注意すること） 
・飲水器の設置位置及び流量等が適切でなく、母豚の泌乳量及び子豚の発育（出

荷日齢）に与える影響が大きい場合は、施設改修等も検討する。 
 
 

板を置いてすきま風等が直接豚に当たる

ことを防いでいる。 

扇風機を置く場所も、風の流れや豚の

位置を考慮。 
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図：アイリスＷ３授乳期飼料摂取量 

 
 
 
・分娩日が近い腹の子豚と比較するなど、子豚の発育が遅れていないか確認します。 
・発育が遅れている場合は、母豚の泌乳量が少ないか、子豚の飼養環境が適切ではな

い等の可能性があるので、それぞれ飼養管理を見直します。 
・感染症が疑われる場合は、管理獣医師または家畜保健衛生所に相談してください。 
・離乳後に粉餌への切り替えがスムーズに行くよう、約 7 日齢までに餌付け飼料を少

量でよいので置いておくようにし、少しずつ慣れさせます。 
 
 

〇プラスα：子豚の離乳時体重を測定してみる 
・家庭用の体重計と、子豚が入るサイズのプラス 

チックかごで測ることができます。 
・子豚がかごから出てしまう場合は、自分で子豚を

抱えて 測定し、さらに自分の体重を測定し、こ

れを差し引くことで算出することができます。 
・25 日齢程度で子豚の平均体重が 4 ㎏未満の場合は、

母豚の泌乳量が少ないか、子豚の飼養環境が適切

ではない可能性もあるので、管理を見直す必要が

あるかもしれません。 
 
 

 

 

 

 

※畜産総合センターにおける実績をもとに作成。哺乳開始頭数７頭以上（平均 12 頭）の場合。 

※TDN78、CP16 の授乳期用飼料を給餌。 

かごの中に豚を入れて体重を測る。 
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４ 離乳後 

（１）母豚 

・交配を行う豚房に移動し、授乳期用飼料から種豚用飼料または妊娠期用飼料に切り

替えます。 
・移動の際に改めて肢蹄の故障や歩様の異常等がないかを確認し、状況に応じて（獣

医師の指導に基づき）治療、隔離及び廃用の検討を行います。 
・母豚の損耗を認める場合は、交配日まで増飼します。 
・損耗が著しい場合は排卵数や受胎率が低下する可能性もあるので、発情再帰での交

配を見送り、体型が回復してから交配することも検討します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子豚 

・子豚の発育段階に適した飼料を給餌します。日齢だけでなく、個々の発育状況によ

り飼料の切り替え時期を判断します。 
・育成初期の発育遅延は出荷日齢延長の一因となるため、各育成ステージの成長に必

要な栄養を十分に与えてください。 
・環境温度が適切でないことも飼料摂取量や飼料効率に大きく影響するため、子豚の

発育段階に適した温度を確認し、これに近づけるよう対処します。 
 
  ＜子豚観察のポイント＞ 
  ・群の発育にばらつきが大きい 
   →1 部屋あたりの収容頭数が多すぎる等の理由により、一部の個体が十分 

に飼料摂取できていない、飼料給餌量が少ないなどの要因が考えられる。 
飼料給餌箱の設置位置や大きさが適切でない可能性もある。 
また、慢性疾病を十分にコントロールできていない可能性がある。 

  ・日齢の近い他の豚房の豚と比べて、全体的に発育が遅れている 
   →飼料給餌箱や飲水器のトラブル、風が当たっているなどの環境要因、 
    給餌量が少ない、豚群内での疾病の流行などの要因が考えられる。 

 

離乳後は滑りにくく広い豚房で飼養

し、歩様やボディコンディション等を

よく観察すると良い。 
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・常に一部に固まって寝ている 

   →環境温度が適温より低いか、風が当たっているなど局所的に体感温度が 
低い可能性がある。（ふんピット等豚房の下から空気が流れる場合も 
あるので注意する） 

  ・発咳 
   →呼吸器疾病を疑うほか、換気不良によりアンモニア濃度が高まってい 

たり、乾燥により粉じんが多く舞っていたりする可能性もある。 
 
 
・交雑種母豚の候補豚を育成する場合は、90～100 ㎏（約 4 か月齢）となったら選抜

を行い、肉豚等とは別飼いし、種豚育成用飼料（または種豚用飼料）に切替え制限

給餌を開始します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 雌育成豚の標準発育曲線 

※造成中のアイリス W3 のデータをもとに作成 
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⺟豚No．

産歴 交配日 分娩日 産子数 うち白子・
⿊子

分娩の状況等 離乳数 授乳中及び離乳時の状況

1

2

3

4

5

6

7

8

交配オスの個体番
号などもメモする
とよい。t

難産の有無や、⺟豚の分娩までの状況（落
ち着かない・飼料摂取量が低かった・過肥
或いは痩せ等）と、胎盤娩出の状況や悪露
の漏出の有無を記す。t

⺟豚の状況（⾷欲が回復しない、起⽴し
たがらない等）と、子豚の状況（下痢、
発育が遅れている、ばらつきが大きい
等）を記す。t

分娩誘起等行った場合
はメモするとよい。

次回分娩日が来る前に過去の産歴を見直し、予測を持って対処する。
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母豚No．

産歴 交配日 分娩日 産子数 白子・黒子 分娩の状況等 離乳数 授乳中及び離乳時の状況

1

2

3

4

5

6

7

8
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